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I はじめに

合成樹脂製容器包装中の有害化学物質の調査の一環と

して，市販の容器包装及び，これに含まれる非脂肪性食

品について，フクル酸ニステルの調査をしたので報告す

る．

]_実験方法

A.試粁

］． 市販の容器包装 14検体

2. 市阪の容器包装に含まれる非脂肪性食品 14検体

B. 分析対象フクル酷エステル

1. ジオクチルフクレート (DOP)

2. ジプチルフクレート (DBP)

c.容器包装の材質のDOP, DBP 

衛生試験法に準拠して行なった．なお，ガスクロマト

グラフィーのカラム充てん剤は， 10%SE-30及び， 2%

OV-17の両者を使用した．

D．容器包装［こ含まれる非脂肪性食品中のDOP, D 

BP  

I. 試薬

a. nーヘキサン：残留農薬試験用

b.エチルエーテル：残留農葉試験用

C •エチルアルコール：残留農薬試験用

d. アセトン：残留農薬試験用

e.無水硫酸ナトリウム：残留農薬試験用試薬を

700°Cで4時間焼成し，デ・ンケークー中で放冷後

使用．

f.フロリジル： 60~100メッシュのフロリジルを

650°Cで4時間焼成し，デシケークー中で放冷後

使用．

g.硫酸：特級

＊秋田県衛生科学研究所

h.水：水道水をnーヘキサンで洗漁したものを使

用．

2. 器具

ガラス器具はアルカリ性洗剤，水，アセトン， n-ヘ

キサンの順に洗漁し，乾燥したのち使用した．

3. 装置

ECD検出器付ガスクロマトグラフ：柳本kk. G-80 

(63Ni, 10mci) 

4. 分析方法

a.前処理

10~209を精秤し，それぞれnーヘキサン100“で2回

抽出し，混濁のあるものは遠心分離した． n -ヘキサン

層を無水硫酸ナトリウムで脱水したのち， K-D濃縮器

で5麗¢に濃縮し，試験溶液とした．

b. フロリジルカラムクロマトグラフィー1)

フロリジル 89を直径10mmのガラスカラムにnーヘキ

サンを用いて湿式充てんし，上部に 1曲の高さに無水硫

酸ナトリウムをのせる．このカラムに試験溶液を注入

し，①.n-ヘキサン100叫③． 10％エーテル含有n-

ヘキサン 10011!8，⑥． 1%アルコール含有nーヘキサン

150“の順に， 1滴／1秒の流速で流下させ，④.の溶出画

分をK-D濃縮器で 5“tこ濃縮する．

C •硫酸処理

K-D濃縮液を目盛付共栓試験管にとり，硫酸2“を

加えて，サーモミキサーで振りまぜる． n -ヘキサン層

を除き，再びnーヘキサン 5叫を加えて振りまぜる．こ

のようなnーヘキサン洗漁を 4回くりかえしたのち，硫

酸層に水20“を氷冷しながら加える．ついでnーヘキサ

ンを 511!¢になるまで加え，はげしく振りまぜる．静置し

たのち， n -ヘキサンを別の試験管に分取し，水で洗漁

したのち，ヘキサン層を遠心分離し，無水硫酸ナトリウ

ムで脱水したものをG.C．試料とする．

d.ガスクロマトグラフィー

表 1．に示す条件で行なった．なお，数偏化はプランク

値の2倍以上のピークを示したものについてのみ行なっ

た．
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表 l. ガスクロマトグラフィーの条件

充てん剤担体Iクロモ‘ノルプW¢ょ孟§酸洗漁，シラン処理1 ” 
固定相液体I 2% OV-225 I 2% OV-17 

力 ラ ム1ガラスカラム 内径 3” 長さ 1m I ガラスカラム 内径 311Jlll長さ2.25m

力 ラ ム 温 叫 220°c I 230°c 

注 入 ロ ” I 240°c I 2so0c 

キャ リヤーガス |N, 13叫／m'in 0.4k<Jlc品 |N, 15111£/mm 0.6kg/c尻

l[結果

表 2．に示すとおり，材質では塩化ビニルの豆腐容

器に， DOPが6,300ppm検出された．しかし，豆腐その

ものには検出されなかった．食品中ではDOPが5種類，

DBPが3種類の食品から微量検出された．検出量の最高

ほ，みそのDOPで0,4lppmであった．

表 2. 容器及び食品中のフクル酸エステル

番 号検 体 名容器の材質|
容器のフクル酸ニステル 1 食品中のフクル酸エステル

DO~~竺』 DBP(ppm) DOP (ppm) | DBP (ppm) 

1食 塩 Iボソニチレン l N D  I ND  I 0.04 I 0.20 
2 I//I " I 11 I II I 0.02 I 0,24 
3 l砂糖1 // l // I // I。.03 I o.o9 
4 I " I// 1 / / I  // I。.02 I o.oa 
5 Iトマトケチャップ1 // 1 

6 ~ 
7 I豆 腐 I塩化ビニ！ル I

// l // |o.o3 I 0.20 
/ / I  // I。.03 I 0.20 

6, 300 ¥ 11 I ND  I. ND  

8 | ,, 1 ポリエチレン 1 ND  I // I // I // 
，区 ― 叶不 明 1 //I  II I- 0.41 I 11 

I。1 // 1 ボリエチレン 1 //I  // I。.10 I " 
11 lソ ー ス 1 塩化ビニル 1 //I  II I 0.01 I// 
12 I// 1 // 1 11 I II I 0.06 I// 
13 Iしょうゆ 1 // | // I // I ND  I // 
14 l // 1 // 1 

I l I 
II l I, 1 ,,  1,9  

NDは10以下 I NDは10以下 |ND広ま0.01以下|NDは0.05ー以T
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